
弘 

沙
 

加
 

戸

 

御
文
管
見
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は
じ

め
に
 

「
本願
寺
蓮
如
の
御
文
は
文
書
伝
道
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
見

聞
す
る
。
「
文書
を
使
用
し
た
伝
道
」
と

い
う
意
味
で
そ
れ
は
間

違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
わ
け
て
蓮
如
の
晩
年
御
文

は
今
日
一
般
的
に
使
わ
れ
る
意
味
で
の

「
文
書
伝道
」
と
は
や
、
 

異
な
っ
た
一
面
を
持

つ
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
に
は

思
わ
れ
る
。
 

以
下
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
よ
り
な
が
ら
御
文
の
意
図
と
役
割

に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
 

一
 

『金
森
日
記
伽
」
に
よ
れ
ば
、
御
文
は
蓮
如
四
十
七
歳
の
寛
正

二
年
、
は
じ
め
て
書
か
れ
金
森
の
道
西
に
下
さ
れ
た
。
『
金
森
日
  

記
秋
」
に
は
、
 

御
文
之
事

 

御
文

ハ
、
寛
正
ノ
初
ノ
頃
初
テ
作
リ
出
シ
テ
、
ア
マ
タ
遊
サ

レ
ケ
ル
。
最
御
作
リ
候
文
、
道
西

ニ
下
サ
レ
候
。
此
御
文
元

亀
ノ
ー
乱
ニ
失
セ
テ
ケ
レ
ハ
、
顕
如
上
人

ニ
申
シ
望
ミ
シ

ニ
、
 

御
直
判
ヲ
以
テ
写
シ
下
シ
給
リ
ケ
ル
。
 

と
あ
っ
て
、
次
に

「御
文
ノ
文
m
lロ」
と
し
て
当
該
御
文
の
全
文
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
 

当
流
聖
人
ノ
御
勧
化
ノ
信
心
ノ
ー
途
ハ
、
罪
ノ
軽
重
ヲ
云
ハ

ス
、
又
妄
念
妄
執
ノ
コ
、
ロ
ノ
ヤ
マ
ヌ
ナ
ン
ト
云
機
ノ
ア
ツ

カ
ヒ
サ
シ
オ
キ
テ
、
只
在
家
止
住
ノ
ヤ
カ
ラ
ハ
、
 一
向
ニ
モ

ロ
モ
ロ
ノ
雑
行
雑
修
ノ
ワ
ロ
キ
執
心
ヲ
捨
、
弥
陀
如
来

ニ
帰

シ
、
 一
心
ニ
疑
ナ
ク
頼
ム
心
ノ
ー
念
起
ル
ト
キ
、
速
ニ
弥
陀

如
来
光
明
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
其
人
ヲ
摂
取
シ
給
フ
ナ
リ
。
コ
レ
ス
 



ナ
ハ
チ
仏
ノ
方
ョ
リ
助
ケ
在
ス
心
ナ
リ
。
又
是
信
心
ヲ
如
来

ョ
リ
ア
タ
へ
給
フ
ト
云
モ
此
意
ナ
リ
。
サ
レ
ハ
此
上
ニ
ハ
タ

ト
ヒ
名
号
ヲ
唱
フ
ト
モ
、
仏
助
ケ
玉

ヘ
ト
ハ
思
フ

ヘ
カ
ラ
ス
。
 

タ

、
弥
陀
ヲ
頼
ム
意
ノ
ー
念
ノ
信
心
ニ
依
テ
、
ヤ
ス
ク
御
助

ケ
ア
ル
コ
ト
ノ
カ
タ
シ
ケ
ナ
サ
ノ
ア
マ
リ
、
弥
陀
如
来
ノ
御

助
ケ
ア
リ
タ
ル
御
恩
報
シ
奉
ル
念
仏
ナ
リ
ト
心
得

ヘ
キ
ナ
リ
。
 

コ
レ
実
ニ
専
修
専
念
ノ
行
者
ナ
リ
。
是
マ
タ
当
流
ニ
タ
ツ
ル

処
ノ
ー
念
発
起
平
生
業
成
ト
申
ス
モ
此
意
ナ
リ
。
穴
賢
々
々
。
 

寛
正
二
年

 

現
在
「
筆
始
め
の
御
文
」
と
し
て
帖
外
御
文
の
第

一
通
に
数
え

ら
れ
る
こ
の
御
文
は
、
道
西
坊
善
従
に
下
さ
れ
た
、
と
い
う
所
伝

は
と
も
か
く
、
今
日
一
般
的
に
使
わ
れ
る
「
文
書
伝
道
」
 の
た
め

の
法
語
、
と
考
え
て
よ
い
。
 

大
谷
破
却
の
後
、
蓮
如
は
近
江
の
金
森
、
堅
田
等
を
拠
点
と
し

て
教
化
活
動
を
喰
開
し
、

文
明
」
犀
夏
越
前
吉
崎
へ
と
歩
を
進
め

る
。
「御
文
時
誰
で

あ
る
。
 

「天
正
三
年
記
」
 に
は
、
金
森
の
道
西
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ

り
、
そ
の
中
に

 

存
如
上
人
御
往
生
以
後
、
弥
ョ
御
勧
化
ヒ
ロ
マ
リ
申
シ
サ
フ

ラ
フ
。
蓮
如
上
人

ハ
十
五
ノ
御
年
ョ
リ
是
非
ト
モ
ニ
聖
人
ノ

法
流
ォ
ホ
セ
タ
テ
ラ
レ
サ
フ
ラ
フ

ヘ
キ
ト
思
召
サ
フ
ラ
ヒ

ツ
  

ル
ト
、
常

ニ
御
意
候
シ
御
念
力
通
シ
申
サ
フ
ラ
フ
テ
、
御
繁

昌
サ
フ
ラ
フ
。
其
後
遠
国
へ
御
修
行
ナ
サ
レ
サ
フ
ラ
フ
。
越

前
ノ
吉
崎
ノ
御
坊
ニ
テ
弥
ョ
仏
法
ヒ
ロ

マ
リ
申
シ
候
テ
、
御

文
ヲ
御
ッ
ク
ラ
セ
サ
フ
ラ
フ
事

ハ
、
安
芸
法
眼
申
サ
レ
サ
フ

ラ
ヒ
テ
御
ッ
ク
リ
サ
フ
ラ
ヒ
テ
、
各
有
難
ク
存
サ
フ
ラ
フ
、
 

カ
ル
ノ
ー
 ト
愚
療
ノ
者
ノ
ハ
ヤ
ク
心
得
マ
ヒ
ラ
セ
サ
フ
ラ
フ

ヤ
ウ
ニ
、
千
ノ
物
ヲ
百
ニ
選
ヒ
、
百
ノ
物
ヲ
十
ニ
選

ハ
レ
、
 

十
ノ
物
ヲ

ー
ニ
早
ク
聞
分
申
様
ニ
ト
田
や
ン
メ
サ
レ
、
御
文

ニ

ア
ソ
ハ
シ
ア
ラ
ハ
サ
レ
テ
、
凡
夫
ノ
速
力
ニ
仏
道
ナ
ル
事
ヲ

オ
ホ
セ
タ
テ
ラ
レ
タ
ル
事
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
。
開
山
聖
人
ノ
御

勧
化
今

一
天
四
海
ニ
ヒ
ロ
マ
リ
申
ス
事
ハ
、
蓮
如
上
人
ノ
御

念
力
ニ
ョ
リ
タ
ル
事

ニ
候
也
。
 

と
あ
っ
て
、
吉
崎
を
拠
点
に
仏
法
が
広
ま
っ
た
こ
と
と
、
同
地
に

お
い
て
多
く
の
御
文
が
述
作
さ
れ
た
こ
と
を
関
連
づ
け
て
伝
え
る
。
 

同
時
に
、
吉
崎
に
お
い
て
述
作
さ
れ
た
御
文
に
は
、
安
芸
法
眼

の

関
わ
る
も
の
も
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
 

ふ
り
か
え
っ
て
御
文
は
、
漢
字
片
仮
名
交
り
で
表
記
さ
れ
た
も

の
が

一
般
的
で
あ
る
。
漢
字
片
仮
名
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
実

際
に
御
文
を
読
む

の
は
男
性
僧
侶
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。
 

近
世
に
至
っ
て
も
、
漢
文
も
し
く
は
漢
字
片
仮
名
が
公
式
の
表

記
法
で
あ
り
、
僧
侶
や
地
位
あ
る
男
性
の
表
記
法
で
、
平
仮
名
は
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庶
民
や
女
性
の
表
記
法
で
あ
る
、
と
い
う
区
別
は
厳
然
と
し
て
残

っ
て
い
た
。
 

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
十
一
月
、
東
本
願
寺
は
平
仮
名
で

出
版
さ
れ

た
「
御
伝
紗
」
（
「
親驚
聖
人
御
停
記
」
）や
親
驚
に
関
わ

る
浄
瑠
璃
本
を
副
行
禁
止
に
し
て
ほ
し
い
、
と
京
都
町
奉
行
能
勢

日
向
守
に
訴
え
た
。
当
該
書
津
価
屋
喜
右
衛
門
は

「
か
た
か
な
書

之
本
は
い
く
色
も
御
座
候
是
は
不
苦
候
哉
」
と
反
論
し
た
。
東
本

願
寺
は
こ
れ
に
対
し
、
 

一
開
山
聖
人
縁
起
上
下
巻
之
儀
は
従
先
規
寺
法
と
し
て
諸
末

 

寺
之
族
望
に
任
せ
拝
讃
之
儀
許
容
之
上
役
人
停
受
せ
し
む

る
作
法
に
而
候
故
中
々
末
々
に
而
私
と
し
て
拝
見
難
成
書

物
に
而
御
座
候
処
ひ
ら
か
な
に
直
し
土
民
下
薦
の
類
迄
心

易
よ
み
申
候
へ
は
家
の
停
受
寺
法
難
相
立
候

 

と
応
じ
て
い
る
。
片
仮
名
は
僧
侶
の
た
め
の
文
字
で
あ
る
か
ら
幾

種
類
出
版
さ
れ
て
い
て
も
さ
し
つ
か
え
は
な
い
。
片
仮
名
の
本
を

庶
民
が
読
む
こ
と
は
な
い
。
平
仮
名
に
直
せ
ば
、
庶
民
が
読
め
る

こ
と
に
な
る
。
開
山
聖
人
の
縁
起
に
は
伝
授
が
あ
り
、
平
仮
名
本

が
出
版
さ
れ
れ
ば
こ
の
伝
授
の
意
味
が
な
く
な
り
、
東
本
願
寺
は

成
り
立
っ
て
ゆ
か
な
く
な
る
、
と
い
う
論
で
あ
る
。
 

平
仮
名
が
庶
民

・
女
性
の
表
記
法
で
あ
る
、
と
い
う
状
況
は
明

治
期
ま
で
変
っ
て
い
な
い
。
 

要
す
る
に
、
蓮
如
の
御
文
は
、
男
性
僧
侶
に
よ
っ
て
読
ま
れ
、
 

あ
る
い
は
朗
読
さ
れ
て
一
座
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
た
、
と
推
定
さ

れ
る
。
 

一
 
一

 

吉
崎
時
代
に
お
け
る
蓮
如
の
御
文
に
対
す
る
認
識
は
、
恐
ら
く
 

「
読ま
れ
る
」
と

「朗
読
さ
れ
る
」
と
の
両
様
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
出
発
が
、
も
し

「
金森
日
記
稜
」
が
伝
え
る
如
く
、
道
西

個
人
に
宛
て
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
「読
ま
れ
る
」
と
い
う

 

認
識
が
先
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
い

 

⑤
 

こ
と
は
、
た
と
え
ば
文
明
五
年
十
二
月
十
九
日
付
の
御
文
の
奥
に
、
 

萩
生
福
田
ノ
同
行
中

へ
 

（
帖
外二
士

l
D
 

と
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
 

「
萩生
福
田
ノ
同
行
中

へ
」
と
い
う
宛
名
書
は
、
福
田
の
同
行

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
こ
こ
に
は
代
表
者
に
よ
っ
て

朗
読
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
予
想
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
て

よ
い
。
 

さ
ら
に
ま
た
、
読
み
手
を
考
慮
す
る
、
と
い
う
意
識
が
働
い
て

い
た
こ
と
は
、
真
偽
未
決
を
除
い
て
二
百
五
十
二
通
を
数
え
る
現

存
御
文
の
内
、
十
九
通
の
平
仮
名
書
の
御
文
が
証
明
し
て
い
る
。
 

多
屋
内
方
宛
の
御
文
、
あ
る
い
は
女
人
宛
の
御
文
の
中
に
平
仮
名
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表
記
の
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
事
実
は
、
少
な
く
と
も
蓮
如
の
意

識
の
中
に

「
直接
の
読
者
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
 

三
 

と
こ
ろ
が
、

「蓮
如
上
人

一
語
記
（
実
悟
旧
輪
」
に
次
の
よ
う

な
一
条
が
あ
る
。
 

一
蓮
如
上
人
、
堺
ノ
御
坊
ニ
御
座
時
、
兼
誉
御
参
候
。
御
堂

ニ
オ
ヒ
テ
卓
ノ
上
ニ
御
文
ヲ
オ
カ
セ
ラ
レ
テ
、
 一
人
二
人

乃
至
五
人
十
人

マ
ヒ
ラ
レ
候
人
々
ニ
対
シ
御
文
ヲ
ョ
マ
セ

ラ
レ
候
。
ソ
ノ
夜
、
蓮
如
上
人
御
物
語
ノ
時
、
此
間
オ
モ

シ
ロ
キ
コ
ト
ヲ
思
出
テ
候
。
堂
ニ
於
テ
文
、
 一
人
ナ
リ
ト

モ
来
ラ
レ
候
人

ニ
モ
ョ
マ
セ
テ
キ
カ
セ
候
。
宿
縁
ノ
人
ハ
、
 

信
ヲ
ト
ル
ヘ
シ
。
此
間
ヲ
モ
シ
ロ
キ
コ
ト
ヲ
思
案
シ
出
タ

ル
ト
ク
レ
ノ
、
仰

ラ
レ
候
。
扱

ハ
御
文
肝
要
ノ
御
コ
ト
ト

イ
ョ
ノ
I、
知
レ
候
ト
ノ
事
ニ
候
。
（一
二
三
）
 

堺
は
文
明
二
年
に

は
既
に

「絵
伝
」
 の
下
附
が
あ
り
（
真
宗
寺

蔵
）
、多
く
の
門
徒
を
擁
す
る
道
場
が
成
立
し

て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
「
堺
ノ
御
逆
は
、

文
明
十
一
年
十
二

月
の
山
科

本
願
寺
造
営
に
関
わ
る
御
文
に

 

四
月
初
比
ョ
リ
摂
州
和
泉
ノ
境
ニ
立
置
シ
古
坊
ヲ
ト
リ
ノ
ホ
  

セ
、
寝
殿
マ
ネ

カ
タ
ニ
作
リ
ナ
シ
ケ
ル
ホ
ト

ニ
（
帖
外
三
十

三
）
 

と
あ
っ
て
、
「
立
置
シ
古
坊
」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
や
は
り
文
明

初
年
の
成
立
が
推
定
さ
れ
る
。
 

こ
の
挿
話
の
法
座
に
は
兼
誉
が
参
じ
て
い
た
、
と
記
さ
れ
て
い

る
。
文
面
か
ら
は
幼
子
と
い
う
雰
囲
気
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
蓮

淳
兼
誉
は
蓮
如
の
六
男
、
寛
正
五
年
の
生
れ

で
、
蓮
如
の
吉
崎
滞

在
期
間
は
数
え
年
で
八
歳
か
ら
十
二
歳
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え

る
に
、
こ
の
挿
話

の
年
代
は
恐
ら

く
吉
崎
以
後
、
前
述

の
如
く
 

「
堺
ノ
御
坊
」
は
文
明
十
一
年
に
は

一
旦
山
科
に
移
さ
れ
る
か
ら
、
 

山
科
建
立
以
前
、
文
明
八
年
か
ら
十
年
、
蓮
如
六
十
二
、
三
歳
と

い
、つ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
 

さ
て
、
こ
の
挿
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
蓮
如
は
、
法
座
で
御
文

を
読
ん
で
聞
か
せ
、
そ
の
こ
と
を

「
ヲ
モ
シ
ロ
キ
事
ヲ
思
案
シ
出

タ
ル
」
と
 
「
ク
レ
ノ
ー
 」
語
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
、
御
文
の
享
受
は
読
む
と
い
う
方
法
に

限
ら
れ
て
い
た
、
と
は
凡
そ
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
前
項
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
 

と
な
れ
ば
、
こ
の
挿
話
が
伝
え
る
内
容
は
、
こ
の
段
階
に
至
っ

て
蓮
如
が
、
御
文
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
こ
と
を
法
座
の
中
に
組
み

 

入
れ
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
 

m
 



以
後
、
法
座
に
お
い
て
御
文
を
聴
聞
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
 

本
願
寺
門
徒
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
と
き
の
中
核
的
な
役
割
を
果
す

 

⑧
 

こ
と
と
な
る
。
「栄
玄
聞
書
』
 に
は

 

山
科
御
殿
建
立
候
テ
以
後
、
七
八
年
ノ
時
分
マ
テ
ハ
御
流
中

絶
ノ
ヤ
ウ
ニ
候
キ
。
ア
ル
ト
キ
蓮
如
上
人
仰
ラ
レ
候
。
各
法

義
ハ
イ
カ

、
意
得
ラ
レ
候
、
ト
人
々
御
尋
ナ
サ
レ
候
ヘ

ハ
、
 

或
ハ
四
五
年
サ
キ
ニ
ワ
レ
ラ
ノ
カ
ミ
ヲ
ソ
リ
オ
ト
シ
候
ト
申

上
ラ
レ
候
人
モ
ア
リ
。
ア
ル
ヒ
ハ
本
尊
名
号
ヲ
望
申
安
置
仕

候
ト

コ
タ
へ
申
サ
ル

、
人
モ
ア
リ
。
然
ニ
イ
マ
ハ
安
心
ノ
ヒ

ト

、
ヲ
リ
ヲ
ミ
ナ
ス
ル
ノ
、
ト

コ
、
ロ
ヘ
ラ
レ
候
事

ハ
、
コ

レ
ヒ
ト
へ
ニ
御
文
聴
聞
ノ
ユ
へ
ニ
候
、
ト
京
都
ニ
御
取
サ
タ

テ
候
ョ
シ
候
（
三
）
 

と
あ
り
、
山
科
建
立
以
後
七
八
年
で
、
京
都
の
門
徒
は
法
義
相
続

に
つ
い
て
一
定

の
水
準
に
達
し
た
、
こ
れ
は
 
「御
文
聴
聞

ノ
ユ

へ
」
 で
あ
る
、
と
伝
え
る
。
こ
れ
は
、
法
座
の
度
毎
に
御
文
を
読

む
、
と
い
う
こ
と
が
組
織
的
か

つ
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

 

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
 の

 

ま
た
、
「
本願
寺
作
法
之
次
第
」
に
は
、
 

実
如
上
人
御
時
下
間
駿
河
入
道
を
め
し
て
御
使
と
し
て
御
堂

衆
へ
被
仰
出
候
し
、
勤
後
に
は
御
文
よ
み
て
も
讃
嘆
す
へ
し
、
 

先
讃
嘆
し
て
も
御
文
よ
む

へ
し
、
讃
嘆
の
中
に
も
御
文
よ
む
  

へ
し
、
御
文
よ
ま
す
し
て
讃
嘆
ば
か
り
も
す
へ
し
。

一
様
に

は
す
へ
か
ら
す
、
と
被
仰
出
候
て
、
毎
朝
の
様
体
か
は
り
て

候
つ
る
、
其
比
は
慶
聞
坊
法
敬
房
勝
尊
祐
信
端
坊
な
と
に
て

候
し
時
の
事
也

 

と
あ
っ
て
、
本
願
寺
の
日
常
の
法
座
に
も
、
御
文
を
読
む
、
と
い

う
こ
と
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
跡
付
け
ら
れ
る
。
 

御
文
は
、
蓮
如
の
晩
年
六
十
余
歳
の
頃
よ
り
、
朗
読
し
て
門
徒

に
聞
か
せ
る
法
語
、
と
し
て
の
役
割
を
併
せ
持
ち
、
法
座
の
中
に

定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 

年
紀
が
明
記
さ
れ
舜
「
五
帖
御
文
』
中
最
後

の
御
文
は
、
明
応

七
年
の
報
恩
講
の
御
文
で
あ
る
が
、
こ
の
奥
に
、
 

明
応
七
年
十
一
月
廿

一
日
ョ
リ
ハ
シ
メ
テ
 
コ
レ
ヲ
ョ
ミ
テ

ヒ
ト
ノー
 
ニ
信
ヲ
ト
ラ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
（
四
ー
 
五
）
 

と
あ
る
。
 

蓮
如
晩
年
の
御
文
何
通
か
は
、
専
ら
読
ん
で
聞
か
せ
る
も
の
、
 

と
い
う
意
識
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
、
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
 

こ
の
意
図
を
純
化
し
、
数
百
通
の
中
か
ら
選
び
ぬ
い
た
も
の
が
 

『五
帖
御
文
』
 で
あ
る
。
何
国
の
道
場
で
、
何
時
よ
ま
れ
て
も
よ

い
よ
う
に
、
書
か
れ
た
「
場
」
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
は
努
め
て
除

外
さ
れ
、
 一
帖
か
ら
四
帖
ま
で
は
年
代
順
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
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個
人
に
宛
て
た
も
の
か
ら
講
に
宛
て
た
も
の
へ
、
読
ま
れ
る
も

の
か
ら
朗
読
さ
れ
る
も
の
へ
、
さ
ら
に
法
座
の
中
で
拝
読
さ
れ
る

も
の
へ
、
と
御
文
は
展
開
し
、
「五
帖
御
文
』
 の
成
立
に
至
っ
て
、
 

法
座
の
中
で
定
ま
っ
て
音
声
言
語
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し

た
法
語
、
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

出
雲
路
修
氏
は
、

「第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
」
や
『
蓮
如
上

 

人
御
一
期
記
」
 の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
「五
帖
御
文
」
の
原
型

 

⑩
 

は
蓮
如
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
 

蓮
如
の
御
文
に
対
す
る
認
識
の
展
開
が
、
上
来
述
べ
来
っ
た
如

き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
蓮
如
が
法
座
用
の
定
本
を
作
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
、
と
考
え
る
方
が
不
自
然
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
出
雲

路
修
氏
の
見
解
は
卓
見
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

結
 

御
文
は
、
法
座
の
中
で
音
声
言
語
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
図

し
た
法
語
と
な
っ
た
、
と
述
べ
た
。
本
願
寺
か
ら
地
方
へ
の
有
力

道
場
へ
、
さ
ら
に
そ
の
周
囲
の
道
場
へ
と
、
御
文
は
読
み
方
を
伴

っ
て
伝
え
ら
れ
た
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

近
世
、
「
読
法
」
が
成
立
し
て
く
る
が
、
そ
の
萌
芽
は
既
に
蓮

如
の
時
代
に
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

多
分
そ
れ
は
、
同

一
集
団
内
に
お
け
る
人
為
的
な
音
声
言
語
の

統
一
と
い
う
、
日
本
最
初
の
情
報
革
命
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
 

補
注

 

①
 

「真
宗
史
料
集
成
 
第
二
巻
 
蓮
如
と
そ
の
教
団
」
（
同朋
舎
、
 

昭
和
五
十
二
年
刊
）
に
よ
る
。
 

②
 
三
品
彰
英
「
蓮
如
上
人
伝
序
説
」
（永
田
文
昌
堂
、
昭
和
二
十
三

 

年
刊
）
。
 

補
注
①
に
同
じ
。
 

「粟
津
家
文
書
」
（
大
谷
大
学
図書
館
蔵
）
に
よ
る
。
 

補
注
①
に
同
じ
0
 

同
右
。
 

同
右
。
 

同
右
。
 

同
右
。
 

同
右
。
 

「御
ふ
み
」
（
平
凡
社
 東
洋
文
庫
 
三
四
五
）
解
説
。
 

（
大谷
大
学
教
授
）
 

⑩⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③
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